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ギャルみこし 
巡行 

餅つき体験 

いずみ太鼓  
皷聖泉による演奏 

記念植樹の苗を 
運んでいます！ 



森づくり （笑働の森活動） 
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•平成25年11月2日（土）に、横山校区町会連合会主催で、森づくり 
活動の大規模なイベントとして、「笑働の森・いずみいのちの森記念 
植樹祭＆槇尾っ子まつり」が開催されました。 

 

•参加人数は、総勢1,500名にのぼり、大盛況でした。 

大阪府 
知事が出席 

地元のいずみ 
太鼓による演奏 

天神橋筋商店会より「ギャル 
みこし」も来てもらいました 

各ポイントでは 
景品を配布 

保護者の方も一緒になっ
て、子どもから大人まで 
楽しんでもらいました 

今
後
の 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

表紙 裏面 

平成26年 
1月 

• どんぐり苗作り、苗・サクラ水やり作業 
• 木材を用いたベンチづくり、チップ舗装 

平成26年
2月 

• どんぐり苗作り、苗・サクラ水やり作業 
• テーマ「森・川・海をつなぐ」下絵の作成（資材倉庫の壁面のデザイン画） 
• 平成26年度の森づくり運営案の発表・平成26年度ワークショップ内容の発表 

平成26年 
3月 

• 苗・サクラ水やり作業 
• テーマ「森・川・海をつなぐ」下絵の作成 

※詳細は 
  最終ページ 

地元の方々や学生が主体で
冊子を作成しました 

ヤマザクラ・ 
イロハモミジを植樹 

中林会長（横山校区町会 
連合会）による開催の挨拶 

餅つき体験を実施 
つきたてのお餅は、 
きなこ餅にして無料配布 

槇尾山から出た間伐材を利用して足湯体験。 
檜のいい香りに、みなさん癒されていました 



道づくり （付替道路事業） 
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護岸の補強や、
川底を掘れない
ようにする工事
を実施 

川
の
断
面
図 

護岸 
護岸 

護岸を補強 
川底を補強 

• 工事内容：付替道路の建設工事で1号橋を架ける工事（長さ68メートル、
幅9.6メートル） 

• 工事期間：平成25年10月1日～平成26年9月30日 

橋桁 
(はしげた) 

橋脚 

現在進めて 
いる工事を 
紹介します 

橋脚の上部に 
橋桁（はしげた）を 
架けます 

川づくり （河川改修事業） 

平成26年1月下旬
から5月にかけて 
改修工事に取り掛
かります 



多岐にわたる協働の根源は「笑顔になること」「笑顔にすること」と捉え、 
協働するひとに感謝を表すことも含め『笑働』とネーミングし、 
そのコンセプトをさまざまなひとに訴え、ひとり一人の行動の変化を促します。 

この槇尾川通信をご覧になったご意見・ご感想をお寄せください 

ご意見・ご感想をお待ちしております 

鳳土木事務所建設課 和泉工区 
TEL0725（43）8333 FAX0725（43）8334 

冊子作成のための活動報告 

大阪府 

森づくりの一環として、地元住民の方々や学生が中心となり、様々な活動をしています。 
このたび、地元住民の方々や学生による取材等の活動の成果として冊子「まきおもい」を 
作成し、槇尾山周辺地域の活性化や観光活動を盛り上げる活動を行っています。 

背景 
• 河川改修による「真に水害に強いまち」の 
実現のため、平成24年に事業用地の有効 
活用と地域振興の方法を検討する槇尾川 
上流部勉強会が発足 

メンバー 

• 槇尾川上流部の自治会役員や各種団体の方々 
• 先生や学生（地元桃山学院大をはじめ大阪府
立大・大阪産業大・府大高専） 

• 地元の企業（北野木材） 
• 和泉市・大阪府 

これまで 
• 平成24年は、自治会役員の方々が中心と 
なり、会議形式での槇尾川上流部勉強会を 
実施 

• 平成25年からは、学生が加わり、地元住民 
の方々と一緒に取材活動を実施 

• 取材結果を元に、討議・ディスカッション 
を重ね、冊子「まきおもい」を作成。 

• 冊子は「地域の新たな魅力を発掘すること」
を目的に、地元の方々のぶどう農園・織物 
工場・いずみふれあい農の里などを紹介 

阪口さん 
（いずみふれあい 

農の里） 

辻林さん 
（ぶどう農園） 

谷本さん 
（織物工場） 

ふせんを用いた 
意見の集約 

討議形式による 
白熱したﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ 

冊子では 
地元の方々の
事業を紹介 

これから 

• 冊子の活用策の検討（広報活動の充実や 
拡大） 

• 今後の活動検討 


